
本製品の収益の一部は「トキの森プロジェクト」
森林整備資金に寄付させていただきます。

（バイオスティミュラント）

異常気象下でも根量が増え光合成能が高まるため、
健苗育成､有効茎増加､登熟 ・食味 ・品質向上、
安定多収に効果が期待できます。

異常気象下でも根量が増え光合成能が高まるため、
健苗育成､有効茎増加､登熟 ・食味 ・品質向上、
安定多収に効果が期待できます。

根量が増えケイ酸吸収が良くなるためイモチにかかり難くなり、 倒伏軽減効果が期待できます。根量が増えケイ酸吸収が良くなるためイモチにかかり難くなり、 倒伏軽減効果が期待できます。
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１回目処理

目的：健苗育成・マット形成強化

時期：播種期または緑化期

育苗期

高温障害による乳白米・
未熟粒を軽減するためには、
本田期処理により「根の活力
を高める」ことがとても
大切です。

ケルパック原液 200~300㎖ /10a
を中干し後、水口から流し込む。

またはその他ドローン等の

処理方法も可。

ケルパック 66 原液 100㎖
( 苗箱 15~20 枚 /10a) を 100 倍
に薄め 10ℓ(10000㎖ ) とし、
背負噴霧機で 500~660㎖ / 箱
散布する。
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規格：120 ㎖、1ℓ、5ℓ、10ℓ、25ℓ入り

！
！大規模経営に

　省力化に

使い易い 120㎖入りがお勧め！使い易い 120㎖入りがお勧め！

目的：活着促進、分けつ促進

時期：田植 3 日前～移植当日までに

２回目処理

ウェット粒剤（細粒）1 袋 ( 苗箱

15~20 枚 ) を動力散布機または

手動散布機で 60~80ｇ/ 箱に
散布する。

【弁当持たせの処理】

ケルパック 66 の効果が
          本田初期まで続きます！
ケルパック 66 の効果が
          本田初期まで続きます！

・播種期の場合
ケルパック 66 原液４㎖ ( 苗箱 15~
20 枚 /10a) を慣行通りの潅水量に
溶かし潅水する。

・緑化期の場合
ケルパック 66 原液４㎖ ( 苗箱 15~
20 枚 /10a) を 1000 倍に薄め４ℓ
とし、背負噴霧機で 200~270㎖ / 箱
散布する。

または

目的：登熟・食味向上・倒伏軽減

時期：田植後 30 ～ 50 日の間

３回目処理

穂肥期

ウェット粒剤（中粒）１袋 /10a を

動力散布機・ドローンで散布する。

または水口から流し込む。

水中でケルパック 66 が徐々に溶け出し効果が
長続きします！
水中でケルパック 66 が徐々に溶け出し効果が
長続きします！

高温障害による乳白米・未熟粒を軽減する
ためには、本田期処理により「根の活力を
高める」ことがとても大切です。

・播種期の場合
ケルパック 66 原液４㎖ ( 苗箱 15~
20 枚 /10a) を慣行通りの潅水量に
溶かし潅水する。

・緑化期の場合
ケルパック 66 原液４㎖ ( 苗箱 15~
20 枚 /10a) を 1000 倍に薄め４ℓ
とし、背負噴霧機で 200~270㎖ / 箱
散布する。

または

規格：1. 2kg 入り 規格：1. 2kg 入り

【弁当持たせの処理】

田植直前期

ケルパック 66
　（ミニパック）
ケルパック 66
　（ミニパック）

・ほとんどの肥料・農薬と混合可。中粒タイプは粒のサイズが大きいため、他の粒剤との混用は不可。
・過剰施用すると生育を抑制することがあるので使い過ぎないこと。育苗期に使い過ぎた場合は大量の水を
　掛け洗い流すこと。

注意事項


